
告

示

平成™™年š月˜˜日 木曜日 第œ™�—号官 報
〇
金
融
庁
告
示
第
二
十
七
号

銀
行
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
七
年
政
令
第
四
十
号
）
第

十
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
銀
行
法
施
行
令

第
十
七
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
を
適
用

し
な
い
金
融
庁
長
官
の
権
限
等
を
定
め
る
件
（
平
成
十
四

年
金
融
庁
告
示
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
し
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
十
一
日

金
融
庁
長
官

三
國
谷
勝
範

第
一
条
の
表
一
の
項
銀
行
の
欄
中
「
日
興
シ
テ
ィ
信
託

銀
行
株
式
会
社
」
を
「
Ｎ
Ｃ
Ｔ
信
託
銀
行
株
式
会
社
」
に

改
め
る
。

〇
金
融
庁
告
示
第
二
十
八
号

預
金
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
大
蔵
省
令
第

二
十
八
号
）
第
三
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
預

金
保
険
法
施
行
規
則
第
三
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

き
、金
融
庁
長
官
が
別
に
指
定
す
る
も
の
を
定
め
る
件（
平

成
十
三
年
金
融
庁
告
示
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
十
一
日

金
融
庁
長
官

三
國
谷
勝
範

「
日
興
シ
テ
ィ
信
託
銀
行
株
式
会
社
」
を
「
Ｎ
Ｃ
Ｔ
信

託
銀
行
株
式
会
社
」
に
改
め
る
。

〇
金
融
庁
告
示
第
二
十
九
号

金
融
機
能
の
強
化
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律

施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
二
百
四
十
号
）
第
三
十
九

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
金
融
機
能
の
強
化
の
た
め
の
特
別

措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
三
十
九
条
の
規
定
に
基
づ

き
金
融
庁
長
官
が
指
定
す
る
金
融
機
関
等
を
定
め
る
件

（
平
成
十
六
年
金
融
庁
告
示
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
十
一
日

金
融
庁
長
官

三
國
谷
勝
範

「
日
興
シ
テ
ィ
信
託
銀
行
株
式
会
社
」
を
「
Ｎ
Ｃ
Ｔ
信

託
銀
行
株
式
会
社
」
に
改
め
る
。

〇
金
融
庁
告
示
第
三
十
号

金
融
機
関
等
の
組
織
再
編
成
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
三
百
九
十
四
号
）
第

五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
金
融
機
関
等
の
組
織
再
編
成
の

促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
第
五
条
の
規
定
に
基

づ
き
金
融
庁
長
官
が
指
定
す
る
金
融
機
関
等
を
定
め
る
件

（
平
成
十
四
年
金
融
庁
告
示
第
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
十
一
日

金
融
庁
長
官

三
國
谷
勝
範

「
日
興
シ
テ
ィ
信
託
銀
行
株
式
会
社
」
を
「
Ｎ
Ｃ
Ｔ
信

託
銀
行
株
式
会
社
」
に
改
め
る
。

〇
金
融
庁
告
示
第
三
十
一
号

金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
施
行

令
（
平
成
五
年
政
令
第
三
十
一
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関

す
る
法
律
施
行
令
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

金
融
庁
長
官
の
指
定
す
る
信
託
業
務
を
営
む
金
融
機
関
を

定
め
る
件
（
平
成
十
六
年
金
融
庁
告
示
第
七
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
十
一
日

金
融
庁
長
官

三
國
谷
勝
範

第
十
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
七

Ｎ
Ｃ
Ｔ
信
託
銀
行
株
式
会
社

〇
金
融
庁
告
示
第
三
十
二
号

担
保
付
社
債
信
託
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
五

十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
担
保
付
社

債
信
託
法
施
行
令
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
金

融
庁
長
官
の
指
定
す
る
信
託
会
社
を
定
め
る
件
（
平
成
十

九
年
金
融
庁
告
示
第
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
十
一
日

金
融
庁
長
官

三
國
谷
勝
範

第
二
十
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十
一

Ｎ
Ｃ
Ｔ
信
託
銀
行
株
式
会
社

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
十
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。平

成
二
十
二
年
三
月
十
一
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

登
録
年
月
日

氏

名

三
四
八
一

二
二
、

二
、
一
九

遠
˚

進
一

三
四
八
二

二
二
、

二
、
一
九

辛
島
愛
二
郎

三
四
八
三

二
二
、

二
、
一
九

井

清
也

三
四
八
四

二
二
、

二
、
一
九

大
石

豐
毅

三
四
八
五

二
二
、

二
、
一
九

大
石

恭
生

三
四
八
六

二
二
、

二
、
一
九

後
藤

雄
則

三
四
八
七

二
二
、

二
、
一
九

内
田

英
雄

三
四
八
八

二
二
、

二
、
一
九

大
槻

雅
章

三
四
八
九

二
二
、

二
、
一
九

中
山

雅
人

三
四
九
〇

二
二
、

二
、
一
九

石
井

聡

三
四
九
一

二
二
、

二
、
一
九

堀
田

芳
輝

三
四
九
二

二
二
、

二
、
一
九

橋
村

義
憲

三
四
九
三

二
二
、

二
、
一
九

大
月

将
幸

三
四
九
四

二
二
、

二
、
一
九

辻

ø
一

三
四
九
五

二
二
、

二
、
一
九

佐
藤

誠

三
四
九
六

二
二
、

二
、
一
九

中
塚

彰

三
四
九
七

二
二
、

二
、
一
九

藤
井

一
弘

三
四
九
八

二
二
、

二
、
一
九

吉
田

篤
生

三
四
九
九

二
二
、

二
、
一
九

両
角

康
伸

三
五
〇
〇

二
二
、

二
、
一
九

添
野
千
代
光

〇
法
務
省
告
示
第
百
十
九
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
十
一
日法

務
大
臣

千
葉

景
子

住
所
東
京
都
八
王
子
市
緑
町
1
2
0番
地
３

張
偉
昭
和
5
3年
９
月
1
2日
生

李
利
娜
昭
和
5
3年

1
0月
１
日
生

住
所
島
根
県
大
田
市
大
代
町
大
家
1
3
3
7番
地

袁
麗
栄
昭
和
4
9年
２
月
４
日
生

袁
圓
平
成
1
0年
２
月
７
日
生

住
所
横
浜
市
鶴
見
区
岸
谷
４
丁
目
1
8番
１
`
7
0
6号

Ô
愛
霞
昭
和
4
9年
７
月
1
4日
生

住
所
群
馬
県
前
橋
市
広
瀬
町
３
丁
目
3
0番
地

塔
雪
麗
昭
和
4
2年
９
月
７
日
生

住
所
群
馬
県
北
群
馬
郡
榛
東
村
大
字
山
子
田
1
1
0
1番
地

2
0

李
娟
紅
昭
和
4
9年
５
月
４
日
生

住
所
浜
松
市
東
区
大
蒲
町
1
1
6番
地
2
9

汪
巧
玲
昭
和
5
5年
６
月
1
1日
生

住
所
川
崎
市
川
崎
区
京
町
２
丁
目
２
番
８
号

張
士
涵
昭
和
5
4年
７
月
1
0日
生

住
所
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
桜
台
５
丁
目
６
番

1
1
`

4
0
6

号兪
明
霞
昭
和
5
7年
７
月
1
9日
生

住
所
川
崎
市
多
摩
区
生
田
８
丁
目
2
0番
６
`
2
0
1号

許
蓮
”
昭
和
5
6年
７
月
2
5日
生

住
所
埼
玉
県
川
越
市
旭
町
３
丁
目
2
2番
地
２

ã
策
琴
昭
和
6
1年
６
月
1
1日
生

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
十
一
号

政
治
資
金
規
正
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
自
治
省
令
第
十
七
号
）
第
十
四
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
登

録
政
治
資
金
監
査
人
か
ら
登
録
政
治
資
金
監
査
人
証
票
を
亡
失
し
た
旨
の
書
面
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り

公
告
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
十
一
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

氏

名

登
録
政
治
資
金
監

査
人
証
票
の
番
号

亡
失
年
月
日

一
〇
三
〇

東
口

哲
夫

一
〇
三
〇

二
二
、

二
、

一

住
所
佐
賀
県
小
城
市
芦
刈
町
永
田
5
0
0番
地
１

賈
文
瑩
昭
和
5
5年
１
月
2
8日
生

住
所
浜
松
市
中
区
塩
町
5
9番
地
１

郁
怡
寧
昭
和
5
7年

1
0月

2
3日
生

住
所
愛
知
県
小
牧
市
大
字
池
之
内
5
9
6番
地
１

李
ï
花
昭
和
5
6年
６
月
2
3日
生

住
所
東
京
都
杉
並
区
上
井
草
１
丁
目
３
番
６
号

黄
丹
ù
昭
和
3
8年

1
2月

1
4日
生

住
所
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
浜
町
３
丁
目
８
番

1
2
`

1
0
0
1号

郎
凱
昭
和
4
9年
９
月
３
日
生

住
所
東
京
都
G
飾
区
水
元
４
丁
目
３
番
８
`
3
0
3号

倪
仲
¶
昭
和
5
7年
９
月
1
1日
生

住
所
東
京
都
八
王
子
市
館
町
1
0
9
7番
地

陳
曙
昭
和
4
9年
５
月
1
7日
生

住
所
大
阪
市
浪
速
区
浪
速
西
２
丁
目
５
番
１
`
4
1
0号

孟
意
鋼
昭
和
4
9年
９
月
1
8日
生

劉
衛
£
昭
和
4
5年
８
月
1
4日
生

孟
佳
怡
平
成
1
3年
６
月
1
9日
生

住
所
大
阪
市
福
島
区
鷺
洲
１
丁
目
1
0番
７
`
7
0
4号

高
聖
傑
昭
和
5
6年
１
月
2
2日
生

住
所
大
阪
市
生
野
区
鶴
橋
４
丁
目
６
番
2
0号

張
浩
男
昭
和
5
6年
８
月
1
8日
生

住
所
大
阪
府
箕
面
市
坊
島
５
丁
目
1
3番
９
号

ú
佳
慧
昭
和
5
8年
４
月
2
0日
生

住
所
大
阪
府
東
大
阪
市
俊
徳
町
２
丁
目
８
番
1
4号

張
X
振
昭
和
5
6年
５
月
1
0日
生

住
所
堺
市
堺
区
大
浜
中
町
３
丁
1
3番

2
7
`
6
0
1号

李
京
寿
昭
和
5
3年
２
月
1
7日
生
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